
四国 5大学連携女性研究者活躍推進シンポジウム 2015 

アンケート結果 

 

【実施日】2015年 12月 8日(火) 

【実施場所】徳島大学 蔵本キャンパス 藤井節郎記念医科学センター 

【実施対象者】シンポジウム参加者全員 

【回答者】参加人数 206名中 アンケート回答者 33名（回答率：16％） 

 

 

問 1. 性別                      問 2. 年齢 

 

 

問 3. 区域                      問 4. 職種等 
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問 5. 本日のシンポジウムは男女共同参画の推進に役立ったと思われますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6. このようなシンポジウムによる女性研究者研究支援事業や男女共同参画推進について、意識改革、組織 

改革を図るための啓発啓蒙は重要だと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7. 男女共同参画に基づく女性の管理職、上位職への登用推進は重要だと思いますか？ 
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【選択理由】 

この種のシンポジウムへの

参加率は男性3割、女性7割

程度が常である。社会(組

織）が変わるためには、男

性の参加が5割を超えること

が最低条件だと思う。 
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【選択理由】 

性別に関係なく優秀な方

を登用するべき。 


